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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 10,678 17.3 346 23.3 400 20.4 197 9.5

2025年３月期第１四半期 9,104 14.3 281 － 332 429.7 180 －

（注）包括利益 2026年３月期第１四半期 177百万円 （△23.5％） 2025年３月期第１四半期 232百万円（77.1％）

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第１四半期 30.62 －

2025年３月期第１四半期 27.93 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第１四半期 27,178 16,061 59.1

2025年３月期 27,680 15,948 57.6

（参考）自己資本 2026年３月期第１四半期 16,061百万円 2025年３月期 15,948百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 10.00 － 10.00 20.00

2026年３月期 －

2026年３月期（予想） 12.00 － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 △0.2 1,000 △30.0 1,100 △30.4 1,000 △4.3 154.81

１．2026年３月期第１四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　2026年3月期の期末配当予想につきましては、未定としております。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期１Ｑ 6,483,323株 2025年３月期 6,483,323株

②  期末自己株式数 2026年３月期１Ｑ 25,020株 2025年３月期 24,164株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期１Ｑ 6,458,744株 2025年３月期１Ｑ 6,465,711株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因等により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項につきましては、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況 (３）連結業績予想などの将来予測情報に関す

る説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当社グループは、長期ビジョンとして「創業100周年に向けて、持続的成長（サステナビリティ経営）をめざす」

を掲げ、その実現に向け、2025年３月期を始期とする５ヵ年の中期経営計画を策定し、既存事業の安定した収益基

盤の維持・拡大を図りつつ、「省エネ」「省人化」「省資源」「カーボンニュートラル」をキーワードとした成長

分野への再投資により、事業ポートフォリオの強靭化と収益力の向上を図ってまいります。

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、物価上昇の継続により個人の消費動向に慎重な動きが見られ

ますが、雇用・所得環境の改善や訪日観光のインバウンド需要回復を背景に、緩やかな回復基調で推移しました。

一方で、米国の関税政策やエネルギー・原材料価格の高騰など、先行きは依然として不透明な状況が続いておりま

す。

当社の主要取引先である製造業各分野においても、環境変化への対応が進められました。自動車分野では、米国関

税の影響やメーカーのＥＶ戦略の見直しにより不確実性を伴う事業環境となりました。食品・化粧品分野では、イ

ンバウンド需要の回復や新製品投入により生産活動は堅調に推移しており、人手不足や原材料費上昇に対して自動

化・省力化等の生産効率向上に向けた設備投資に動きが見られました。また、ＦＡ・ＦＡ機器分野では、半導体関

連の緩やかな回復が見られたものの、在庫調整と自動車関連の需要鈍化により、一部では設備投資判断に慎重姿勢

も見られました。建設業界では、省エネ・脱炭素化や防災・減災対策などの需要は底堅く推移する一方で、資材コ

ストの上昇や技能者不足が依然として制約要因となりました。

当第１四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、産業機械事業では営業体制の強化と既存顧客の深堀により

食品業界をはじめとして大型液体充填ラインの受注が堅調に推移しており、前年同期の実績を大きく上回りまし

た。車両関係事業は、中古車販売及びサービス部門の周辺事業の強化により収益が押上げられ、前年同期の実績を

上回りました。冷間鍛造事業は、自動車業界からの受注が鈍化する中、今後の収益に繋がる試作受注に注力して前

年同期並みの実績を確保しました。電機機器事業は、省エネやＢＣＰ対応の設備更新需要を積極的に取り込み、シ

ステム案件の受注鈍化があったものの前年同期並みの実績となりました。

これらの結果、売上高は、前年同期比17.3％増の106億７千８百万円となりました。

利益面では、産業機械事業、車両関係事業、冷間鍛造事業の増収及び利益率の改善により、経常利益は前年同期比

20.4％増の４億円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比9.5％増の１億９千７百万円となりました。

〔産業機械事業〕

包装機械は、営業体制の強化により大型液体充填ラインの受注範囲拡大や既存顧客の深堀もあり、食品業界を中心

に受注が堅調に推移しました。また、液体充填巻締機やパウチ充填シール機などの小型・中型機の受注も堅調に推

移し、前年実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期比37.9％増の22億７千７百万円、セグメント利

益（営業利益）は前年同期比41.0％増の３億３千９百万円となりました。

〔冷間鍛造事業〕

機械工具部品及び自動車部品は、主要納入先の在庫調整の影響で前年同期の実績を下回りましたが、産業機械部品

で、一部部品の生産が再開したことにより受注が底上げされ、前年同期の実績を上回りました。また、試作・金型

の売上は前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期比5.1％増の３億９千２百万円、セグ

メント利益（営業利益）は前年同期比30.0％増の２千６百万円となりました。

〔電機機器事業〕

主力のＦＡ関連では、機器販売は前年並みでしたが、設備投資需要の鈍化により、システム案件は前年同期の実績

を下回りました。営業人員の拡充もあり、空調機器、空調周辺部材、冷熱機器は販売が堅調に推移しました。ま

た、設備機器は省エネとＢＣＰ対応を目的とした大型案件により前年同期の実績を上回り、電機機器事業全体の売

上は、前年同期の実績を若干下回りました。これらの結果、売上高は前年同期比1.9％減の20億８千４百万円、セ

グメント利益（営業利益）は、経費の増加により、前年同期比24.5％減の１億６千２百万円となりました。

〔車両関係事業〕

スバル新車販売は主力車種が販売を牽引したこと、中古車販売は需要の増加に対して中古車の下取りを強化したた

め堅調に推移し、前年同期の実績を大きく上回りました。サービス部門においても、早期提案により入庫台数が前

年実績を上回りました。輸入車販売は、前年同期の実績を上回りました。これらの結果、売上高は前年同期比

19.7％増の58億８千９百万円、セグメント利益（営業利益）は３千５百万円（前年同期は５百万円の損失）となり

ました。
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〔不動産等賃貸事業〕

売上高は、前年同期比1.4％増の３千４百万円、セグメント利益（営業利益）は、前年同期比16.5％増の５千１百

万円となりました。なお、営業利益にはセグメント間取引に係る利益４千２百万円が含まれております。

（２）当四半期の財政状態の概況

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は271億７千８百万円となり、前連結会計年度末と比べ５億１百万円減少

いたしました。この内、流動資産は150億１千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億３千１百万円減少い

たしました。これは主に、電子記録債権の増加５億２千４百万円、現金及び預金の減少５億８千９百万円、商品及

び製品の減少３億５千９百万円によるものであります。

固定資産は前連結会計年度末とほぼ同額の121億６千４百万円となりました。

負債合計は111億１千６百万円となり、前連結会計年度末と比べ６億１千５百万円減少いたしました。これは主

に、電子記録債務の増加１億４千８百万円、賞与引当金の減少３億２千５百万円、未払法人税等の減少２億１千５

百万円、役員退職慰労引当金の減少１億２千６百万円、支払手形及び買掛金の減少１億２千万円、借入金の減少１

億３百万円によるものであります。

純資産合計は160億６千１百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億１千３百万円増加いたしました。これは主

に、利益剰余金の増加１億３千３百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期業績予想につきましては、2025年５月14日付当社「2025年３月期 決算短信」にて公表いたし

ました業績予想数値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,095,998 6,506,140

受取手形、売掛金及び契約資産 3,773,157 3,705,028

電子記録債権 707,537 1,232,127

商品及び製品 2,907,463 2,548,181

仕掛品 426,891 457,323

原材料及び貯蔵品 48,962 45,246

その他 612,442 550,095

貸倒引当金 △27,866 △30,641

流動資産合計 15,544,587 15,013,502

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,557,887 3,549,225

土地 3,189,877 3,189,877

その他（純額） 2,142,905 2,236,142

有形固定資産合計 8,890,670 8,975,246

無形固定資産 141,972 122,872

投資その他の資産

投資有価証券 2,736,492 2,706,136

その他 371,384 365,337

貸倒引当金 △4,732 △4,711

投資その他の資産合計 3,103,145 3,066,762

固定資産合計 12,135,787 12,164,880

資産合計 27,680,375 27,178,383

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,639,699 3,519,619

電子記録債務 652,307 801,188

短期借入金 2,152,548 2,140,048

未払法人税等 397,219 182,142

賞与引当金 618,129 292,664

製品保証引当金 26,169 39,930

受注損失引当金 1,532 105

その他 2,716,527 2,826,377

流動負債合計 10,204,132 9,802,076

固定負債

長期借入金 680,275 589,638

役員退職慰労引当金 190,688 64,354

退職給付に係る負債 201,085 203,069

資産除去債務 175,784 180,529

その他 279,457 276,720

固定負債合計 1,527,290 1,314,311

負債合計 11,731,422 11,116,388

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2025年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,159,341 3,159,341

利益剰余金 11,774,354 11,907,499

自己株式 △5,788 △5,788

株主資本合計 15,027,907 15,161,052

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 921,045 900,942

その他の包括利益累計額合計 921,045 900,942

純資産合計 15,948,952 16,061,995

負債純資産合計 27,680,375 27,178,383
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

売上高 9,104,379 10,678,878

売上原価 7,012,504 8,349,825

売上総利益 2,091,874 2,329,052

販売費及び一般管理費 1,810,650 1,982,195

営業利益 281,224 346,856

営業外収益

受取利息 93 53

受取配当金 42,901 46,412

その他 15,481 14,064

営業外収益合計 58,475 60,530

営業外費用

支払利息 5,426 4,021

その他 1,323 2,653

営業外費用合計 6,749 6,675

経常利益 332,949 400,712

特別利益

固定資産売却益 1,012 149

受取保険金 － 4,050

特別利益合計 1,012 4,199

特別損失

固定資産売却損 154 312

固定資産除却損 2,623 1,779

減損損失 － 1,564

特別損失合計 2,777 3,656

税金等調整前四半期純利益 331,185 401,255

法人税等 150,615 203,518

四半期純利益 180,569 197,736

親会社株主に帰属する四半期純利益 180,569 197,736

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年６月30日)

四半期純利益 180,569 197,736

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 51,518 △20,102

その他の包括利益合計 51,518 △20,102

四半期包括利益 232,088 177,634

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 232,088 177,634

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

（税金費用の計算方法）

当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的

に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等賃貸

事業

売上高

（1）外部顧客への売上高 1,651,631 373,526 2,124,011 4,921,135 34,075 9,104,379

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
253,000 - 18,159 27,193 127,668 426,021

計 1,904,631 373,526 2,142,170 4,948,328 161,743 9,530,400

セグメント利益又は損失

（△）
240,739 20,598 214,919 △5,857 44,637 515,037

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 515,037

セグメント間取引消去 27,478

全社費用（注） △261,291

四半期連結損益計算書の営業利益 281,224

（単位：千円）

報告セグメント

合計

産業機械事業 冷間鍛造事業 電機機器事業 車両関係事業
不動産等賃貸

事業

売上高

（1）外部顧客への売上高 2,277,648 392,749 2,084,140 5,889,783 34,556 10,678,878

（2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
39,066 - 2,887 31,380 85,737 159,071

計 2,316,714 392,749 2,087,027 5,921,164 120,293 10,837,949

セグメント利益 339,464 26,776 162,214 35,023 51,997 615,477

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 615,477

セグメント間取引消去 7,921

全社費用（注） △276,542

四半期連結損益計算書の営業利益 346,856

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日 至2025年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社の一般管理費であります。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

減価償却費

のれんの償却額

208,871千円

5,118千円

230,507千円

5,118千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年８月６日

靜甲株式会社

取締役会　御中

芙蓉監査法人

　静岡県静岡市

指定社員
業務執行社員

公認会計士 杉原　賢一

指定社員
業務執行社員

公認会計士 鈴木　信行

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている靜甲株式会社の2025年４月１日から2026年３月31日ま

での連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2025年４月１日から2025年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（2025年４月１日から2025年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結

損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・  四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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